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論文内容の要旨
一般に ， n 次元リーマン多様体 (M， g) に対して，そのスカラー曲率を 8 g と書くことにするoM上で与えられた
滑らかな関数fを，そのスカラー曲率として実現するような共形計量五を探すためには，方程式-4 誌ム gU+
S914=ftL(n+2)/(n-2) ， u>0(η:?3 の時)， -/:). 9 u+8 9 = jeU (n= 2 の時)を解けば良いことが知られている。実
際，求める共形計量は ， n 三 3 の時は》:二U4/(n-2)g ，また η=2 の時は》 :=eug とおくことにより得られる。本論
文では特に，非正曲率完備非コンパクトな (M， g) 上で 9 に一様同値なるによって f が実現される場合を考察し
ている。この一様同値性は，上の方程式の有界な (η:?3 の時は特に正定数で上下から抑えられる)解によって実
現されるO 第一の結果は，ユークリッド空間における次の定理であるO
定理 I.j は n(二三 3) 次元ユークリッド空間 (Rn ， 9 0) 上の滑らかな関数とする O 今， Rn の m(壬 η-3) 次元部
分多様体工で， Rm から (Rn-m への傾き有界な C' 級写像のグラフとして表されるものが存在して，ある正の実数 C
と 1>2 に対し， I jI 三 C/r/:. が成立するばらば， 9 0 に共形かっ一様同値で ， j をスカラー曲率として持つるが，
無限個存在するO ただしここで ， rr. はヱからの距離関数とするo
定理E では，上述の Z に関する仮定を，ある種の積分条件に置き換えることを試みている。これに類似した状況
を，負曲率多様体上で観察したものが，次の定理である O
定理ill. (M, g) は ， n(:? 2) 次元負曲率完備単連結非コンパクト・リーマン多様体でその断面曲率の下限-A 2
と上限-B2 の比が高々 (η_ 1) 2/η(nーのであるものとする o j は， M上の有界かっ滑らかな関数とする。今， M
の部分集合ヱで，ある正の実数 δ と α = {n-1 + ゾ (η_ 1) 2 ー η(η -2) (A/B) 2} /2 に対して
ρ dy -" ;EMJBδ(ヱ)∞slけd g (x, y) " 
を満たすものが存在して，ある正の実数 α， b ， R に対し -a 2 三二 fぎ -b 2 on M-BR ( ヱ)が成立し，かっ A， B， α， b, 
R , L による正の実数 ε に対し f三 ε inBR(L) が成立するならば， 9 に共形かっ一様同値で ， j をスカラー曲率と
して持つるが存在するO
以下，上の条件を満たすエの例，また定理の主張が成立しないような Z の例を挙げるとともに，類似の主張が，
Mが単連結でない場合にも，ある程度成立する事を示している O
-109-
論文審査の結果の要旨
本論文では，非コンパク卜・非正曲率な完備リーマン多様体において，その上の関数が，一様同値な共形変形でス
カラー曲率として実現できる条件を考察した。上のタイプのある種のリーマン多様体では，関数が部分多様体からの
距離に関連する条件をみたしているとき，肯定的であるとの解を与えた。
これは，最近の大域的解析の手法を用い，重要な幾何学的成果を与えたもので，博士(理学)の学位論文として十
分価値あるものと判断するO
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